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〔(社) 日 本家政 学 会

し て い る 高 齢 者 の 食 生 活 や 健 康を 考 慮し、 不 足し が ち な

品 とし て ス キ ムミ ル ク ゼ リ ー に着 目 し、 主 に 口 ど け ・ の

た。 あ わ せ て 官 能 検 査 を 行 い 高齢 者 の嗜 好 特 性 と 客 観 測

い ミ ル クゼ リ ー の 特 性 を 明 か に す るこ と を 目 的 とし た。

チ ン・ コ ー ン ス タ ー チ の ３ 種 を 用 い た。 ど の 試 料も 嗜 好

8  %(Vi／V）を 添 加し て 調 製 し た。 カ ル シウ ム の 影 響 を 検 討

量を 変 化 さ せ て ミ ル ク ゼリ ー を 調 製し、 テ ク スチ ャ ー 特

及び 白 度 の 測 定 を 行 っ た。 破 断 特 性 に つ い て は、 圧 縮 速

、 官 能 検 査 は、 高齢 者 と 若 年 者 を 対 象 に 評 点 法 と 順 位 法

と 特 徴 を と ら え、 客 観 測 定 と の 対 応 を 検 討 し た。

ミ ル ク の 添 加 で 破断 ひ ず み に 影響 は みら れ ない が。 破 断

は 添 加 に よ っ て 高く な り、 ス タ ー チ ミ ル クゼ リ ー で は 低

な る と 破 断応 力 は 増 加 傾向 が あ る が 破 断 ひ ず み に 影 響 は

寒 天 が 貯 蔵 弾 性 率で 高 値 を 示 し、 し っ か り し た ゲ ル で あ

が 低 く、 し な や か な ゲ ルで あ るこ と が わ か っ た。 ど の ゼ

定し た た め 比 較的 柔 ら か く、 か たさ に 大 き な 違 い は みら

用 い て 高 齢 者 を 対 象 と し た官 能 検 査 を 行 っ た。 そ の 結 果

タ ー チ ゼ リ ー に 比 べ て 有 意 に お い し い と 評 価 さ れ た。

５月26日（日）第10会場　午後1:00～2:45

C 156　 すじTl こおけ る肴 り米 の知名薦 と曙好

福岡放 有文　o 軟 永遍 多　 堀康 ニヽ 冲a  卓雄

九 浄女 子大 文豪 政　丿尹東陣肢

目 的　 香 ソ米､とは^ 逼・ 米 に比 べて番 リの強 い米の こ. y. r.    生 来の臭 ば不伏 て･･ あ るヵぐ.

キ ゑ 米[こ加え て鴛 飯-  ̂る^ 香 ば し＜、お いし ヽヽ新 巻･･､香') μ 凛う．教 球国r  も古4  * らヽ 伝

え られ 、現 刄も新雅 べつ４ リf  = さ れヽ1 ヽ'   るヵこ 一般 、消 貴丿 は季'; 米 、玲在^  ほ とんf  知

らない ようであ る．一 方、同じく稲 作 高雅 であ る東 南アジ アの国々で1-3,    5#-リ米c 輸出､む

昶^  ?T り れ,    ガ が：IS と.比軟I て利 用煮貳南 い こ^  μ 子凋 で･れ る．本 研免μ 、日本 人・ ゑ食

であ る米μ舛 ずる4i 妬1 、者丿 米 の立場 ヵヽ い分ヽ祈ず る こt  をa 的ｔ し、 こZ  で' は-   庵･') 米

<n 知名度ヤ利用度 £ヽ よび嘩好に つ ヽヽてア ジア 心司々ヒtti 軟I  r-.

者臓　 舎 ソれ の知多 産、剌)fl お よび` # 妬卜 胡 する調査 を、．インド オシアヽ フ４ ソビ ン,

陳同^' よび9  ネ ≪ 希^  郡t  － 知 県て: 51' 靫■ マニラ でμ/t^b 人、据i 知-I" りx 如 へ、'it" -m

痍-J' ばそ^  ぞれ げ 人 ’回磐 μ 埓ら れ靫.

姉 屎　 ソウIレjP,-よび東^､ でヽ ぼ奮 り米卜 つ ヽヽて/^ヽ く 知 られていな や` 、靫貳,       ジ･．刃Iレタで

a  μヽ? 'A 、マ ニラで1よ8-ﾀヽ 7 %  .   高知 で` 13 7／/ ％の人 べ乃ft^t   知 、てf'-ソ、ジ･・ ﾌﾞ7ﾙｰﾀV: マ

ニ=7 で･?  ? 劇μ､上、% 知 でμ ＆判 強､･､人貳/食べμ悼験-･こあ・ 靫.   ジタヵ ル'9 らヽよ.び‘マニラ

では、今 ソ教 は商 曲 であるIぐ,    布I    ･ヽ哨? い も・^  ヽ ヽうH'*  '3 マ れ む なヽ ヽヽ ようご め'1--.

舎 り£ぺ好き なん の剥 冷､ぼ、 ジャ カ/レ タガμZ 爪 マ ニ ラ ズ`呼 口外、高 心 でμ､ﾀ ％i- ,   凄

べ な帰験｀゙ ある人'^ みくぬ

郵 匯庚 の會 ジ米-i 軋ぜ て炊 く・ｶﾐｰ 般 的だヵこ ジ．ヵ､レタあ` よび` マニラ-i は` 晨炊ｔ ずに舎

ｸ 米ー のみ を炊 ヽ'て ぃT'-.


